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縄文コクゾウムシの発見
　2003年頃より縄文土器の表面についた穴（圧
痕と呼ぶ）から植物種子や昆虫の痕跡を探す研
究が盛んに行われ，熊本県の縄文遺跡の土器か
らコクゾウムシ（Sitophilus zeamais）が発見さ
れた。現代の貯蔵米の一次害虫コクゾウムシが
約4,000～3,000年前に存在することから，縄文
コクゾウムシは，稲作が縄文時代後期頃に朝鮮
半島から伝わった傍証とされた。その後，筆者
らも九州地方の縄文後・晩期の遺跡からコクゾ
ウムシ圧痕を発見する機会が多々あり，イネは
縄文時代後期に伝来したと信じていた。しか
し，2010年，私たちは鹿児島県種子島にある三
本松遺跡で，縄文時代早期（9,500年前）の土器
から7点のコクゾウムシ圧痕を検出した 1）。こ
の1万年前頃の種子島は我々考古学者が想定し
ていた稲作伝来の経路と時代から大きくかけ離
れており，これ以来，縄文コクゾウムシはイネ
とは無縁の進化を遂げたのではないかと考える
ようになった。その後の研究で，縄文コクゾウ
ムシは縄文人たちが貯蔵したドングリなどの堅
果類を加害する害虫で，イネとともに日本に侵
入してきた外来種ではなく，古くから日本列島
に住み着いた在来種であることが明らかになっ
た。

コクゾウムシ類の起源と分布
　コクゾウムシはオサゾウムシ科の甲虫で，穀
物を加害する姉妹種に，グラナリアコクゾウ
ムシ（Sitophilus granarius）やココクゾウムシ

（Sitophilus oryzae）がいる。この三種はブナ科
の種子に産卵し種子の中で成虫になって羽化し
て出てくるという生態をもつ。その起源はヒマ
ラヤ山麓の森林地帯であり，ドングリ貯蔵を契

機に人間の生活域に侵入し，穀物農耕が始まる
と，加害対象を貯蔵イネ・ムギ類に変え，農耕
の拡散とともに各地へ広がったと信じられてき
た 2）。よって，その貯穀害虫化の時期は人が穀
物農耕を開始する約9,000～8,000年前と想定さ
れ，西南アジアを中心とするムギ類に適応した
グラナリアコクゾウムシの最古の例は8,300年
前のイスラエルから発見されている。これら地
域では多数の考古遺跡から二次害虫のノコギリ
ヒラタムシ（Oryzaephilus surinamensis）など
とともにグラナリアコクゾウムシの生体化石が
発見されており，ムギ作農耕の伝播とともに拡
大する貯穀害虫の姿が具体的に描きだされてい
る 3）。
　一方，東アジアのイネに適応したコクゾウ
ムシとココクゾウムシは検出例がほとんどな
く，筆者らが2018年に中国浙江省田螺山遺跡
で6,000年前の土器圧痕コクゾウムシを発見す
る 4）まで，湖南省の漢代（紀元前2世紀）の墓か
ら検出された例があるのみであった。田螺山
遺跡のある揚子江中下流域は稲作発祥の地であ
るが，日本への伝播経路上にある山東省や遼寧
省，さらには直接の伝播地である朝鮮半島にお
いてもコクゾウムシは未発見である。また，日
本列島においても，縄文コクゾウムシが発見さ
れる以前は，弥生時代中期の大阪府池上曽根遺
跡の環濠，奈良県藤原京や福岡県鴻臚館のトイ
レ遺構，愛知県清洲城の米蔵跡から検出された
生体化石だけであり，コクゾウムシは稲作とと
もに渡来したものと信じられてきた。
　現在，筆者が把握している，考古遺跡出土
のコクゾウムシ関連資料は，縄文時代72遺跡，
弥生時代10遺跡，古墳時代2遺跡，古代4遺跡，
中世2遺跡，近世1遺跡である。その9割は縄
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図1　日本各地の縄文時代のコクゾウムシ圧痕
コクゾウムシ圧痕は約1万年前の土器を最古例として日本各地から発見されている。従来は土器表面の圧痕をシリコーンゴム
で型どりし，電子顕微鏡で観察する方法が一般的であったが，最近ではX線CTを用いて土器器壁内部のコクゾウムシも検出
できるようになった。館崎遺跡例は北海道最古のコクゾウムシ圧痕であるが，後の縄文時代後期初頭の土器からは，コクゾウ
ムシ成虫500匹あまりが練り込まれた土器も発見されている。これらの事実は，縄文人たちにとってコクゾウムシはきわめて身近
な昆虫であったことを物語っている。
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文時代資料であり，それらは三内丸山遺跡の生
体化石の検出例を除いてすべて縄文土器の中か
ら検出された圧痕である。この縄文時代の圧痕
数も900点余りときわめて多数である。縄文時
代の分布は，南は徳之島，北は北海道渡島半島
と，ほぼ全国であり，九州地方に多く分布して
いる。最古例は先の鹿児島県三本松例である
が，関東地方でも8,000年前を遡る例が検出さ
れている。

縄文コクゾウムシの意味するもの
　コクゾウムシがなぜこれほど縄文時代の遺跡
から，しかも土器中から検出されるのか，その
理由は縄文時代の定住的生活様式の確立と堅果
類を中心とした食料貯蔵の採用にある。土器粘
土中から発見される種実や昆虫の種類や組成か
ら判断すると，土器は野外の広場ではなく，住
居の中で製作されており，これら圧痕は，保存
食料の調理・加工ゴミに由来する。コクゾウム
シ以外の昆虫圧痕も家屋内に棲む家屋害虫がほ
とんどである。
　では彼らは家の中にある何を加害していたの
だろうか。その答えは，縄文コクゾウムシの体
長にある。縄文コクゾウムシは現代のイネを加
害するコクゾウムシや先の日本の古代・中世の
コクゾウムシより平均で2.5割ほど体（長さ）が
大きい。生育実験（ココクゾウムシ）ではマメ
類や麦類で飼育した集団より，コナラ属種子や
クリで育てた集団の体重が重く，貯蔵食物の
偏った栄養素（炭水化物が多い）に適応するた
めの体内バクテリアの数も多い 5）。このことは
彼らの加害した対象物がドングリやクリであっ
た可能性を示している。
　旧石器時代以来の移動生活から定住的な生活
への変化は，南九州においては約13,000年前に
は観察できる。定住生活には貯蔵食料は欠かせ
ない。南九州では同時期の野外の堅果類貯蔵穴
も発見されているが，地域によっては，住居内
の炉の上に棚をしつらえてクリなどの堅果類
を保存した屋内貯蔵の痕跡も発見されている。
2012年，私たちは青森県三内丸山遺跡におい
て多数の生体化石のコクゾウムシの存在を確認

するとともに，圧痕19点を検出した。それ以前，
北陸地方の縄文遺跡でもコクゾウムシ数点を検
出していた。これらの寒い冬をもつ地域へのコ
クゾウムシの適応は，人が創設した暖かい住環
境が無ければ不可能である。縄文人たちは竪
穴住居を作り，その中に冬を越すための堅果類
を蓄えていた。コクゾウムシにとって，そこは
人と共生する新たに創設された繁殖の場（ニッ
チ）であった。

海を渡ったコクゾウムシ
　コクゾウムシは飛翔がきわめて苦手で，人為
的な運搬がなければ海峡を越えること（数キロ
にわたる移動）ができない。2013年，筆者は北
海道渡島半島にある福島町館崎遺跡の土器から
コクゾウムシを見つけた。この発見は，縄文コ
クゾウムシが海峡を越えて伝播した有力な証拠
を掴んだ瞬間であった。それ以前，種子島をは
じめ，奄美や徳之島などの島嶼域の遺跡からも
コクゾウムシ圧痕を検出し，海を越えた人為的
拡散を想定していたが，立証できずにいた。そ
の理由は，各島において在来の堅果類とその貯
蔵行為に対し同様の適応を果たした可能性を全
く否定できなかったからである。しかし，北海
道には本来クリは自生しない。約5,000年前の
縄文時代前期末頃，対岸の青森県の円筒土器文
化の人々がクリを北海道に持ち込んだと推定さ
れている。館崎遺跡最古のコクゾウムシ圧痕は
まさにこのクリ導入期に一致するとともに，道
南でクリ栽培が盛んになる縄文時代後期の土器
からも多数のコクゾウムシ圧痕を検出した。館
崎遺跡のコクゾウムシは，北海道へクリがもた
らされた際，クリ果実に潜んで海を渡ったパイ
オニアとその子孫であったと考えられる 6）。
　このクリとコクゾウムシの強い結びつきは，
コクゾウムシの体の大きさに現れている。実は
先の三内丸山遺跡や富山県の縄文遺跡を含め，
東日本のコクゾウムシは，西日本のコクゾウム
シより2割ほど体長が大きいのである。先のデ
ロベルらの実験 5）でもドングリよりクリの方が
体重もバクテリアも多くなることが証明されて
いる。遺跡出土の堅果類の研究によると，東日
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本地域はクリ・ウルシ文化圏と呼ばれるほど，
クリの利用が盛んであった。これに対し，西日
本ではイチイガシを中心としたドングリが主要
利用種である。東西日本の縄文コクゾウムシの
サイズの違いの背景には，縄文人たちの主要な
利用堅果類の違いがあったのである 6）。

栽培植物の存在と縄文人観の変化
　クリの実は津軽海峡を越えて運ばれ，北海道
の大地に播種された。これは栽培行為そのもの
である。ただし，縄文時代は一般に狩猟・採集
経済といわれ，20世紀後半には縄文農耕論も盛
んに議論されたが，エゴマ以外に主たる食料と
なる栽培植物が見つからず，次第に否定的な意
見が主流となっていた。そのような中，私たち
は2007年に長崎県島原市大野原遺跡で3,500年
前の縄文時代後期の土器から圧痕ダイズを発見
し，これまで中国起源で弥生時代に伝わったと
信じられてきたダイズが縄文時代にすでに栽培
されていたことを突き止めた 7）。その後の研究
によって，わが国におけるダイズやアズキの栽
培は中部地方や西関東地方で約7,000年前に開
始されたことがわかっている。
　その栽培の証拠は，種子の大型化現象であ
る。人の手によって選択された種子は深耕・播
種によって次第に大型化する。野生ダイズは長
さ3mmほどであるが，八ヶ岳山麓で集落が大
規模化する縄文時代中期には1㎝を超えるもの
も出現している。クリ果実も大きさを計測・比
較してみるとゆっくりとではあるが，1万年間
で大型化している。これらの事実をもとに，筆
者は縄文人を，「狩猟採集民」ではなく，「狩猟
栽培民」と称した 8）。
　ダイズ属の野生種はすでに13,000年前の縄文
時代草創期から圧痕として発見されている。つ
まり，野生ダイズの食としての利用はここまで
遡る。この時期は，南九州地域で定住的な生活
が開始される頃であり，森を切り開き村を構え
ることで，集落周辺の林縁に開けた環境を好む
マメ科やイネ科植物が繁茂し，それらを繰り返
し利用することで，縄文人たちの植物に関する
知識も蓄積されていったものと考えられる。植

物を育てる行為はその延長上に開始された必然
であった。

残された問題
　縄文コクゾウムシは西南アジアやヨーロッパ
のグラナリアコクゾウムシとは異なり，穀物で
はなく，クリやコナラ属などの堅果類の運搬・
交易や栽培地の拡大に伴って生活域を広げてき
た。彼らの存在は，縄文時代における定住的生
活様式と食料貯蔵戦略の確立とその拡散を意味
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図2　九州各地の縄文時代のダイズ属種子圧痕
縄文時代草創期は野性ダイズ（ツルマメ）サイズであるが，
およそ1万年後の 縄文時代後期には1㎝を超えるサイズま
で大きくなっている。これは人間によ る栽培行為の結果と
考えられる。 
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する。ただし，まだ残された問題がある。
　土器圧痕で発見されるコクゾウムシは，偶然
にゴミとして粘土中に入ったものがほとんどで
あるが，先の館崎遺跡からは土器1個体に推定
500匹のコクゾウムシ成虫が入った例が発見さ
れている 6）。この数の多さは，偶然とは考えら
れず，縄文人たちによって何等かの意図をもっ
て練りこまれたことを示す。筆者は，コクゾウ
ムシの生態を知らない縄文人たちが，彼らをク
リの化身と考え，クリの豊穣を願って混入した
と考えた 9）。植物の場合も，土器粘土中に多量
に混入されるものは，ダイズやアズキ，エゴマ
など栽培植物の種実であり，狩猟栽培民である
縄文人たちはすでに食料の増産を祈る精神性も
身に着けていたのではないかと考えている。た
だし，最近，宮崎県えびの市役所田遺跡からも
コクゾウムシ多量混入土器を発見した 10）。この
土器にはコクゾウムシ以外にドングリの皮が多
数混入されていた。この意味は一体何なのか。
縄文人たちはコクゾウムシをどう考えていたの
か…，謎は多い。
　もう一つの課題は現代の貯蔵米の害虫：コク
ゾウムシがいかにして成立したのか，という問
題である。弥生時代のコクゾウムシは稲作とと
もに新たに渡来した集団なのか，また，在来集
団である縄文コクゾウムシとどのように置き換
わったのか，または共生・融合したのか，この
点は，資料がなく検討できる段階にない。ま
た，古代以降の日本では，コクゾウムシとと
もにノコギリヒラタムシやコクヌストモドキ

（Tribolium castaneum） などの二次害虫も発見
されている。西南アジア起源のこれら二次害虫
はグラナリアコクゾウムシとともにローマ時代
の三大貯穀害虫として知られている 11）。しかし
古代以降の日本では一次害虫の種が異なる。グ
ラナリアコクゾウムシがコクゾウムシに何時，
何処で入れ替わったのか。これも大きな謎であ
る。

おわりに
　縄文土器に残るコクゾウムシ圧痕の発見は，
日本における貯蔵食物害虫の歴史を塗り替える

とともに，縄文人たちにとってコクゾウムシが
きわめて身近な存在であったことを教えてくれ
た。先にみてきたように，このような事実は
21世紀になって明らかになった考古学上の新
たな事実である。
　それは土器の中を見つめ始めることで初めて
明らかになった。食物害虫は，人が住まいを構
え，食料を貯蔵するようになって初めて成立す
る。これは，地質学的な化石資料ではなく，考
古遺跡の中にその情報が残されていることを示
している。にもかかわらず，考古学者はこの
害虫の歴史に対しこれまであまりにも無関心で
あった。また，自然環境要素を含みやすい遺跡
土壌中から害虫の痕跡を探し出すのは難しい。
それに比べ，家屋内の情報を取り込みやすい土
器は，人為的な植物や昆虫をあぶり出すのに長
けている。縄文人たちは16,500年前に土器作り
を始め，その中に彼らの暮らしや食料の痕跡，
そして精神性まで練り込んだ。次に考古学者が
掘るべきは，遺跡ではなく土器である。ゴキブ
リの卵の圧痕の発見も，この研究法の可能性を
示唆している。
　人類の暮らしや生業の発展の陰には，負の遺
産である害虫が必ず付きまとう。これらの歴史
を明らかにすることは，現代人類が抱える問題
である戦争や侵略，疾病の蔓延，地球温暖化の
歴史を解明することでもある 3, 12）。縄文コクゾ
ウムシの発見が契機となり，わが国における害
虫の歴史がさらに明らかになることを期待す
る。

引用文献
 1）	　H. Obata., A. Manabe, N. Nakamura, T. Onishi, 

Y. Senba （2011） A new light on the evolution and 
propagation of prehistoric grain pests: the world’
s oldest maize weevils found in Jomon potteries, 
Japan. PLOS ONE 6 （3）

 2）	　R. Plarre （2010） An attempt to reconstruct the 
natural and cultural history of the granary weevil, 
Sitophilus granarius （Coleoptera: Curculionidae）. 
European Journal of Entomology. 107: pp. 1-11. 

 3）	　E. Panagiotakopulu. P. C. Buckland （2 0 1 7） A 
thousand bites ― Insect introductions and late 

コクゾウムシと縄文人



8

Holocene environments. Quaternary Science Reviews 
156, pp. 23-35. 

 4）	　H. Obata, M. Miyaura, G. Sun （2021） The first pest 
of stored rice in East Asia? ― A maize/rice weevil 
impression from the Tian Lu Shan site in China. 
Journal of Stored Products Research 92, pp. 1-8. 

 5）	　B. Delobel, A. M. Grenier （1993） Effect of non-cereal 
food on cereal weevils and tamarind pod weevil 

（COLEOPTERA: CURCULIONIDAE）.  Journal of 
Stored Products Research 29-1, pp. 7-14.

 6）	　Obata, K. Morimoto, A. Miyanoshita （2 0 1 9） 
Discovery of the Jomon era maize weevils in 
Hokkaido, Japan and its mean. Journal of Archaeo­
logical Science: Reports 23 （1）, pp. 137-156. 

 7）	　小畑弘己・佐々木由香・仙波靖子（2007）土器圧

痕からみた縄文時代後・晩期における九州のダイズ
栽培．植生史研究，15 （2）：97-114．

 8）	　小畑弘己（2016）タネをまく縄文人 ― 最新科学が
覆す農耕の起源．217頁．吉川弘文館

 9）	　小畑弘己 （2018） 昆虫考古学．234頁. KADOKAWA
10）	　H. Obata, M. Miyaura, K. Nakano （202 0） Jomon 

pottery and maize weevils, Sitophilus zeamais, in 
Japan. Journal of Archaeological Science: Reports, 
34, pp. 1-12. 

11）	　S. A. Elias （ 2 0 0 9 ） Advances in Quaternary 
Entomology, 304 pp. Elsevier

12）	　G. A. King, H. Kenward, E. Schmids, D. Smith 
（2014） Six-Legged Hitchhikers: An Archaeobiogeo
graphical account of the early dispersal of grain 
beetles. Journal of the North Atlantic 23, pp. 1-18. 

　

文化財の虫菌害83号（2022年6月）


